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平成 7年（1995 年）の発足以来、生態学、河川工学の研究者及び河川行政関

係者により、研究対象となる河川・フィールドを設定し長期プロジェクト研究に取り

組むとともに、河川における生態系の解明とそれを踏まえた河川管理について

多くの議論を積み重ねてきた。

経緯（概略）

・平成7年（1995年） 研究会設立、多摩川・千曲川研究グループ始動

・平成16年（2004年） 総合研究グループの設置

・平成24年（2012年） 公募型研究グループの参加
（以降、公募型研究グループへ移行）

・令和3年（2021年） 25周年記念シンポジウムの開催

・令和5年（2023年） 「緊急提言」の手交
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14水系26研究グループ
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河川生態学術研究会の目的

●パンフレットより：「研究は、生態学的な観点より河川を理解し、川のあるべき姿を探ること

を目的」とし、その達成に向けて、以下のようなテーマを設定し研究を進

めている。

●会則より：「研究会は、河川における生態系の解明とその上に立った河川管理について研

究、議論するとともに、次世代を担う研究者を育成することを目的とする。」
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河川生態学術研究会の構成

親委員 ２５名 河川工学分野９名 環境・生態学分野１６名

委員長：中村太士 北海道大学 名誉教授

運営委員長：萱場祐一 名古屋工業大学 教授

アドバイザー（応用生態工学会技術援助委員長）

関島 恒夫 新潟大学 教授

事務局：公財リバーフロント研究所，国土交通省

オブザーバー：土研・国総研
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2.緊急提言作成の経緯

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt
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経 緯

・R3.10.28 25周年シンポ・合同研究発表会の話題セッションで「政策提言」「河川管理

者とのインタラクティブな関係構築」の議論

・R4.9.1 研究会に政策提言のワーキングループ（萱場代表）を設置

・R5.11.2 合同研究発表会「近年の気候変動下における河川生態系の保全と再生に関

する緊急提言」の手交

・ R6.2.1、3.1、3.26 「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域

全体としての生態系ネットワークのあり方」」検討会の開催

・ R6.5.24 提言「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全

体としての生態系ネットワークのあり方」の公表

写真 政策提言の手交（R05.11.2）
右：中村太士委員長

左：水管理・国土保全局廣瀬前局長
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河川生態学術研究会緊急提言 ワーキンググループ

一柳 英隆 熊本大学大学院 特別研究員

宇野 裕美 日本学術振興会北海道大学大学院 環境科学研究院 特別研究員
／コロラド州立大学地学部 客員研究員

萱場 祐一 名古屋工業大学 教授 【代表】

林 博徳 九州大学工学府都市環境システム工学専攻 准教授

皆川 朋子 熊本大学大学院先端科学研究部 准教授

※役職・所属は提言手交当時（R5.11）のもの
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・河川行政全体の経緯
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出典：「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体としての生態系ネットワークのあり方
検討会」第1回資料1
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河川施策に対する答申・提言
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★ 学会による提言

河川法改正

H9

H28

多自然川づくり基本指針

H18

河川を基軸とした生態系
ネットワークの取組の開始

 H6 「今後の河川環境のあり方について」【河川審議会答申】

 H18 「多自然川づくりへの展開（これからの川づくりの目指すべき方向性と推進のた
めの施策）」 【提言】

 H25 「安全を持続的に確保するための今後の河川管理のあり方」【社会資本整
備審議会答申】

 H27 「平成27年9月関東・東北豪雨を踏まえた鬼怒川での河川工事計画への
提言」【提言】★（応）

 H29 「持続性ある実践的多自然川づくりに向けて」【提言】

 H29 「持続的で豊かな暮らしと環境を再生するための緊急提言」【提言】★ （応）

 R3 「2019年台風19号(令和元年東日本台風)災害を踏まえた治水・環境への提
言」【提言】★ （応）

⑧ R5 「近年の気候変動下における河川生態系の保全と再生に関する緊急提言」
【提言】

⑨ R6 「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体と
しての生態系ネットワークのあり方」【提言】

⑩ R6 「流域全体における水収支の把握と領域の垣根を越えた協働で進める流域

治水 ～流域内の水量バランスを全住民が知り、考え、行動するために～」（提
言）★ （土）
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出典：国土交通省提供資料
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目次

Ⅰ．序文

Ⅱ．提言

１．河川環境目標設定手法の確立と実装

２．河川環境の整備と保全に関わる管理技術の向上

2.1 多自然川づくりを水系全体で戦略的に進める方策を立案する

2.2 治水と環境が調和した河道掘削技術の向上を図る

2.3 自然に近い流量変動と土砂流送を目指す

2.4 人為的な改変を行う場合には河川生態系に対する影響予測・評価、影響緩和を行う

３．技術者教育の充実と多様な人材の活用

3.1 技術者教育の充実を図る

3.2 高度な専門技術者の養成と多様な人材の活用を進める

４．気候変動下における持続可能な流域環境の保全に向けた取り組みの強化

4.1 流域治水における流域環境の整備と保全を目指す

4.2 大規模災害後に広範囲に改変を行う場合には河川環境を再生する取組を推進する

4.3 気候変動下における河川・湖沼の水温の把握と適応策を模索する

Ⅲ．参考文献
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緊急提言作成のきっかけの一つとなった問題意識

令和4年度合同研究発表会の話題セッション

日本の河川環境の現状について、

「生物の生息場は果たして増えたのか自問自答している」

中村太士委員長（北海道大学教授：令和6年3月時点）

「これまで、多自然川づくりの取組を進めてきて、研究会設立から25年間、多くの議

論を重ねてきたにもかかわらず、河川環境が改善していないとすれば、何かシフトチ

ェンジが必要なのではないか」という問題意識が示された。
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序文 抜粋
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これらの提言は河川管理者を含む河川技術者だけに向けられたものではなく、

河川生態学術研究会を構成する研究者にもその解決が課せられたものである。

今後もさらなる研究を進め、河川生態系の成り立ちや様々な人為的影響に対す

る環境への応答の理解をより深めること、そして、関係者との情報交換・協働を

深め、技術の確立や技術者の育成に資することも研究会のこれからの大切な視

点になると考えている。

また、今回の提言は、気候変動下において河川生態系の保全・再生を急がな

ければならないという「緊急提言」としての性格を有していることから、河川環境

や河川環境行政に係る「現状と課題」、それに対する「提言」を具体的に記述する

というスタイルを取った。将来的には「河川生態学術研究会」の主旨に則り、河川

生態系の理解に基づく学術的な提言を行い、より豊かで、より健全な生態系の保

全と再生に向けた取り組みを喚起することも大切と考えている。
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１．河川環境目標設定手法の確立と実装

河川生態系を定量的に評価するアプローチや取り組みが進みつつあること

を踏まえ、治水、利水の目標と比べて定性的表現に留まっている河川環境

目標を定量的に設定するための議論を開始すべきである。

治水対策と同様に、河川環境についても目標を明確にして、関係者が共通
認識の下で取組を展開

・「生物の生息・生育・繁殖の場」を河川環境の定量的な目標として設定

（アウトプット： 「生物の生息・生育・繁殖の場」、アウトカム：「生物種等の生態系」）

・河川整備計画へ河川環境の定量的な目標を位置づけ、長期的・広域的な
変化も含めて評価

・河川や地域の特性を踏まえた目標の設定

・事業予定箇所の環境保全・創出の方向性（定量目標が定められている場
合はその目標）と整合した事業計画を立案すること

など

21

公益財団法人 リバーフロント研究所

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

１．河川環境目標設定手法の確立と実装

「あり方提言」公表後の河川生態学術研究会での意見

・場に偏重していないか。

・量だけでなく質的な確保も重要。

・指標とする生物と場との関係性について十分な整理をする必要がある。

22
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2． 河川環境の整備と保全に関わる管理技術の向上

2.1 多自然川づくりを水系全体で戦略的に進める方策を立案する

多自然川づくりを、水系全体で隙間無く、戦略的に進める方策を立案し、治水と

環境の調和を図るための川づくりの実践を進めるべきである。

・事業予定箇所の環境保全・創出の方向性（定量目標が定められている場合
はその目標）と整合した事業計画を立案する。

・「河川環境管理シート」の活用

・技術資料の充実：

・河川汽水域における多自然川づくりの技術資料（試案）（R6.3）

・都市河川における多自然川づくり

－地域と連携して豊かな水辺を創造する －(R6.7) 

23
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2． 河川環境の整備と保全に関わる管理技術の向上

2.3 自然に近い流量変動と土砂流送を目指す

河川の地形形成、自然攪乱の維持、生物の生活史への配慮を念頭に置き、

自然に近い流量変動、土砂流送を考慮した流量・土砂管理を目指す。

・多自然川づくり基本指針の改定（R6.6）

・その河川が本来有している流量や土砂のダイナミズム等の河川全体の自
然の営みを視野に入れた川づくりとすること。

・ 生物の生息・生育・繁殖 環境 の観点から 、その河川にとって 望ましい
流量変動や土砂動態 の 把握に努め 、 必要に応じ て 弾力的な施設運
用 等を検討すること 。

・事例の充実・共有

十勝川水系札内川の環境放流の取組 など

24
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3． 技術者教育の充実と多様な人材の活用

3．2     高度な専門技術者の養成と多様な人材の活用を進める

－「多自然川づくり」アドバイザー制度の充実

大規模災害からの復旧・復興等治水と環境の両立が困難な事業の実施に

当たっては、河川工学と河川生態学等の視点から適切な技術指導ができる

人材の育成に努めるだけでなく、多様な人材が協働して困難な事業を達成

できるような仕組みの構築を進めるべきである。

・多自然川づくりアドバイザー制度について

【改正事項】アドバイザーの育成も視野に、より効果的な助言が行われる仕
組みを導入。

・「多自然川づくりアドバイザー制度運用要領」の展開

・アドバイザーの区分（アドバイザー、アドバイザー補、地域アドバイザー）

・現地踏査結果や対応方針を記載する様式の作成

など
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4.気候変動下における持続可能な流域環境の保全に向けた取り組みの強化

4.2  大規模災害後に広範囲な改変を行う場合には

河川環境を再生する取組を推進する

大規模な災害を受けて広範囲に人為的な改変を行う場合には河川生態系

への負の影響を極力軽減するだけでなく、河川生態系を再生するチャンスで

もあることを強く認識して事業に取り組むことが大切である。

・多自然川づくり基本指針の改定（R6.6）

・「多自然川づくり」は全ての川づくりの基本であり、全ての一級河川、二級
河川及び準用河川における調査、計画、設計、施工、維持管理・更新、災
害復旧等の河川管理における全ての段階・過程を対象とする。

・災害復旧に当たっては 、 その河川における 「生物の生息・生育・繁殖の場
」等の目指すべき目標 と整合した 事業計画の検討に努める こと 。

・多自然川づくりアドバイザー制度の改正

・「美しい山河を守る災害復旧基本方針」の見直しに向けた議論を開始

・新技術も活用した河川環境情報の効率的把握を推進

など
26
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作成過程で議論された重要なポイント

1.河川環境に対する危機感と改善のチャンスとしての転換

流域治水への転換や大規模災害の復旧を「河川生態系を再生するチャンス」

として捉え事業に取組む方向性が示された。この方向性は、ネイチャーポジティ

ブの考え方とも合致し、「あり方提言」へ継承されている。「緊急提言」の中でも

特に重要なメッセージ。

2.災害復旧時における時間スケールの捉え方

・出水によるかく乱のインパクトから生物が回復するための時間

・災害後の時間経過とともに起きる地域住民の心の変化

3.提言内容をいかに現場に実装するか

「どれだけ良い内容の提言が出されても、それらが実現されなければ意味をな

さない」

27

公益財団法人 リバーフロント研究所

4.一考察

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

28
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公益財団法人 リバーフロント研究所

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

・今後の河川施策 つなぎ目の強化

29

河川整備計画

河川を基軸とした生態
系ネットワークの構築

調査 計画 設計 施行 維持管理・更新

多自然川づくり

災害復旧

河川水辺の国勢調査

河川整備計画
河川を基軸とした生態
系ネットワークの構築

多自然川づくり河川水辺の国勢調査

調査 計画 設計 施行 維持管理・更新 災害復旧

評価
（河川環境管理シート）

評価
（河川環境管理シート）

定量的な環境目標
の設定

流域治水との連動

公益財団法人 リバーフロント研究所

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

Ⅰ コンセプト

気候変動に伴う水害リスクの増加に対応した

レジリエントな（回復力のある）川づくり

Ⅱ 想定する事業メニュー

●事前予防

・事前の生息ポテンシャルマップの作成

・生物の避難・供給ルートとなる本支川の生態系ネットワークの構築

●災害復旧時の対策

・レガシー（残存生物／流木・ワンドなど）を活かした災害復旧

Ⅲ 科学的根拠の蓄積
・生息ポテンシャルマップ
⇒ 「河川事業における生態系保全に関する評価の手引き（実務者向け）（案）」

・生態系ネットワークの効果 ⇒ 筑後川の知見

・レガシーの効果 ⇒ 石狩川・十勝川の知見

試案 河川⽣態系の仕組みを踏まえたレジリエントな川づくり

30
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公益財団法人 リバーフロント研究所

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt図 かく乱直後から3年後までの魚種数の変化：赤谷川
出典：第23回合同研究発表会_筑後川研究グループ_鬼倉代表発表資料を編集

31

熊本大学 皆川朋子

筑後川の知見 ：大規模出水後に魚類が残存する（供給源となりえる）本流や支川と

の合流部に近い場所で魚種の回復が早い

川

公益財団法人 リバーフロント研究所

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

32

筑後川の知見 ：ダム湖やため池の近傍では外力が大きいにも関わらず残存魚種数

が多い

川

図 外力が大きいのに魚類残存数が多い場所
出典：第23回合同研究発表会_ _筑後川研究グループ_鬼倉代表発表資料を編集

熊本大学 皆川朋子
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公益財団法人 リバーフロント研究所

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

33

石狩川・十勝川：レガシー（流木）がある箇所で植生の回復が早い傾向が見られた

図 かく乱レガシーと植生変遷
出典：Uchida et al,Disturbance legacy of a 100-year flood event: large wood accelerates plant

diversity resilience on gravel-bed rivers, Journal of Environmental Management 317 115467-, 2022-09-01

公益財団法人 リバーフロント研究所

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

34

石狩川・十勝川：流木（レガシー）が残りやすい箇所をシミュレーションにより抽出でき

るようになってきた

川

図 流木が残りやすい個所の推定
出典：第23回合同研究発表会_中村代表発表資料を編集
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公益財団法人 リバーフロント研究所

所属、氏名は、MSPゴシック32Pt

35

「第26回 河川生態学術研究発表会」を令和6年11月21日（木）

に東京証券会館にて開催します。

話題セッション：「河川環境目標の設定に向けた実践と科学」（仮）
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